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2学科からなる体育学部は、3年次より、細分化された6コースの
いずれかに属し、専門分野について深く学びます。中学・高校
保健体育の「教員免許」をはじめ国家資格を含む20種以上の
免許・資格が取得可能です。
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スポーツ教育学科

健康・スポーツマネジメント学科

３年次より
各コースへ

３年次より
各コースへ

コーチ教育コース

入学定員 320 名

入学定員 200 名

スポーツマネジメントコース

アスレティックトレーニングコース

健康スポーツコース

体育科教育コース

スポーツ心理・カウンセリングコース

P.39

P.41

P.43

P.49

P.51

P.53

※学内選考のうえ、推薦された者のみ受講でき、別途費用（60万円程度）が必要になります。 ※中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育）取得を前提としたものであり、小学校教諭一種免許状のみの取得はできません。

神戸親和女子大学との大学間協定に基づく小学校教諭一種免許状取得プログラム ［ 体育学部 ］
本学は神戸親和女子大学との間で小学校教諭一種免許状取得の協定を締結しています。本学で勉強しながら神戸親和女子大学の通信教育とスクーリング（短期集中授業）を3年間
もしくは2年間受け、所定の単位を修得することにより、小学校教諭一種免許状が取得できます。
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Department of 
Sport Education

取得可能な資格

■ レクリエーション・インストラクター （公財）日本レクリエーション協会認定資格

□ 講道館柔道初段
■ キャンプインストラクター
■ キャンプディレクター2級

（公社）日本キャンプ協会認定資格

一般人からトップアスリートまでを対象にトレーニング指導ができる資格。

□ JATIトレーニング指導者（基礎資格）
特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会（JATI）認定資格

スポーツ外傷・障害の予防や救急処置、コンディション調整、トレーニング指導
などの身体づくりの専門的知識・技術を修得することにより与えられる資格。

□ JPSUスポーツトレーナー （一社）全国体育スポーツ系大学協議会認定資格

（公財）日本障がい者スポーツ協会認定資格

（公財）日本スポーツ協会認定資格

□ レクリエーション・コーディネーター （公財）日本レクリエーション協会認定資格

■ スポーツ・レクリエーション指導者 （公財）日本レクリエーション協会認定資格

学友会水上競技部所属が必要。
□ 水泳コーチ3

スポーツ教育学科/コーチ教育コースで取得可能（履修者数制限あり）。
公認C級コーチを取得すれば、公認サッカー指導員［（公財）日本スポーツ協会認定資格］も取得。
その他要件 ： 学友会サッカー部所属及び保健体育教員免許状の単位修得など、
　　　　　  その他要件があります。

□ JFA公認C級コーチ （公財）日本サッカー協会認定資格

□ テニスコーチ1
□ 水泳コーチ1
□ テニスコーチ2

（公財）日本スポーツ協会認定資格

（公財）日本スポーツ協会認定資格

■ 初級・中級障がい者スポーツ指導員
いずれも、障がい者のスポーツ振興と競技力向上にあたる指導者のための資格。
中級資格取得は10日以上、80時間以上の活動実績が必要。

■ 中学校教諭一種免許状（保健体育）
■ 高等学校教諭一種免許状（保健体育）

スポーツ教育学科
高度な専門知識と、体育・スポーツを
科学的に分析する実践理論を備えた指導者、
さらに幅広く社会の発展に貢献できる人材を育成。
スポーツが多彩な発展を遂げた今日。体育・スポーツの世界でも、高
度な専門性と技術を身につけた新しいタイプの指導者が必要とさ
れています。スポーツ教育学科は、スポーツを科学的な視点で分析
することのできる的確な実践理論及び指導法を修得し、スポーツの
発展に寄与する指導者を育てると同時に、スポーツを通して人間
性・社会性の形成に貢献できる教育者や社会に幅広く貢献できる
人材を育てます。1年次では体育・スポーツ科学の専門的基礎知識
を、2年次からはより多彩な専門科目を学びます。そして3年次より3
つの専門コースを設け、中学・高校の保健体育科教諭や競技・地域
スポーツにおけるコーチング、カウンセラーなど、社会で広く活躍で
きる優れた人材の育成に取り組みます。

［学校・教育分野］
［トレーナー分野］
［アスリート分野］

［生涯スポーツ分野］
［指導者・コーチ分野］

［公務員分野］
［スポーツビジネス分野］

［マスメディア分野］
［一般企業分野］

［カウンセリング分野］
［医療・福祉分野］
［研究者分野］

● 中学校・高等学校教員（保健体育科）
● アスレティックトレーナー　● 企業チーム所属トレーナー
● プロスポーツ選手　● 実業団選手
● 地方公共団体のスポーツ施設　● 幼児体育施設　● スポーツ財団法人
● コンディショニングコーチ　● 各種スポーツ団体指導者　● 地域スポーツ指導者
● 警察官　● 消防士　● 刑務官　● 自衛官
● スポーツイベントプロデュース　● プロスポーツマネジメント　● スポーツ用品製造・販売
● 新聞社　● テレビ局　● 出版社　● スポーツライター
● 営業・販売部門　● 商品企画開発部門　● 宣伝・広報部門
● スポーツカウンセラー
● 医療機関　● 福祉施設　● 健康増進施設
● 大学教員　● 企業等研究所

めざせる将来像
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コーチ教育コース ⇒ P.39
体育科教育コース ⇒ P.41
スポーツ心理・カウンセリングコース ⇒ P.43

3つの
特色

実践を伴った
スポーツ科学を学ぶ

各競技について理解し、実践において
課題を発見する、実習を豊富に経験す
るなど、実体験を通してスポーツを科学
として体得する。

スポーツを科学的にとらえ、そ
れをどう活かすか。3年次か
ら、将来を見据えた3コースに
分かれ、より専門的な知識と
実践力を学ぶ。

授業で得た知識や技術を実際
の現場で実践することで、新た
な課題を見つけ、人間的な成長
を促し、社会に貢献できる人材
を育む。

3年次からコース別
に専門性を高める 実習・インターンシップで

信頼される指導力を養う

■ … 所定単位修得で取得できるもの
□ … 所定単位修得のうえ、受験資格が与えられ試験合格で取得できるもの
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体育学部／スポーツ教育学科

コーチ教育コース

スポーツ指導の現場に求められる専門的知識と指導力、
幅広い教養を身につけ社会に貢献できる人材に。
実際の現場でコーチングするための知識や教養、経験をもち、選手の競技やレベルに合わせた的確な指導ができる
コーチングのプロフェッショナルを育成します。さらには人を育てる力を備えた人材を育成します。
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実践を通じて
コーチの基礎知識を修得

体育関連施設で行う
インターンシップ制度

競技スポーツ、武道、ダンス
などの指導方法を研究

さまざまな競技を実践してみる
ことでその種目を理解し、どの
ような指導やトレーニングが効
果的なのかについて研究を深
めていく。

中学校・高校の課外活動や民間・
公共のスポーツ施設において、責
任ある指導者のもとで実習を行
う。授業や演習で得た知識を現
場で実践する能力を身につける。

専門とする種目の特性を理解し、
優れたパフォーマンスを発揮す
るための方法を検討。その中から
問題点を見つけ、コーチとしての
知識を深める。

POINT

● 学びのポイント

三重県立名張青峰高等学校出身

隈 敦志さん 3年

「スポーツ技術・戦術論」の授業では、各種球技種目(ハンド、ラグビー、サッ
カー、バスケ、バレー）の歴史やルールを学び自身の専門種目だけでない他
競技への理解を深めることができました。大阪体育大学には、スポーツに
対して志の高い学生が多数在籍し、各競技の専用練習場や体育館があるな
ど数多くのスポーツ関連施設が充実しています。それだけでなく、現在も
国内外で活躍され、指導者として第一線で戦っているスペシャリストの
先生方が講義を担当してくださり、最新の科学的知見を学べることにとても
魅力を感じています。

第一線で活躍されている先生方から学べる環境に魅力を感じています。

比嘉 靖 ゼミ

指導者を目指し、選手へのコーチング方法を研究するゼミです。海外のコーチ
ング資料を基に、現実に起こった具体的事例を分析、先人の指導者たちの
考えを学び自分のコーチングへの活用を考えたり、自分ならどのように選手
に声をかけることができるか検討します。また、スポーツ業界で起きている時事
問題を共有し議論をします。

バスケットボール部男子 監督 ／ 元U22日本代表ヘッドコーチ

指導者を目指したコーチングについて研究。

競技スポーツと健康スポーツ
の関係を理解し、競技者育成
に関わる知識を習得するほか、
各種スポーツ競技者を指導
育成するために必要な知識
を習得する。一流競技者およ
び指導者の行動、言動から競
技者としての素養を身につけ
ます。

競技力向上のためのトレーニング
計画の立て方を修得

先輩からのメッセージ PICK UP ゼミナール

PICK UP 授業

競技スポーツ論
コーチングの語源、コーチとし
ての知識を幅広く学び、実践現
場における効果的な練習方法
や手法であるゲーム分析、パ
フォーマンス分析の基礎を学
びます。実践現場での知見から
起こりうる状況をどのように解
決していくかを、グループワー
ク等で実践します。

コーチング論

スポーツ心理学の立場からコーチングの実践的情報を概説します。コーチ
ングやリーダーシップに関する理論、スキルを学び、それをコーチングの
実践に活かすことを目指します。 

コーチングの心理学

スポーツにおけるトレーニング計画の基本的な考え方を学び､種目特性の
観点から計画立案に際して、技術・体力のトレーニングの時間的配分につ
いて理解します。また､年間計画からトレーニングセッション（1回のトレー
ニング）の計画立案の実際について検討・学習します。

トレーニング計画

Coach Education
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3年次 3年次

3年次 3年次

このコースで
身につく

さまざまな学び

経験や勘に頼る指導ではなく、科学的データに裏
付けされた客観的な指導の重要性を理解する。そ
の上で、相手に指摘すべき内容を、「説得」できる能
力を養成する。

科学的知見から客観的に理解させ
「説得」できる指導力の養成

チームや個人を指導する際には指導の基本原理・
原則を理解するとともに、理想を高く持つことが重
要である。その上でチームや個人の能力と特徴を
考慮した、より実践的な指導力を養成する。

実践に役立つ指導力を養成する

競技スポーツにおいて直接的に関係する
技術指導や戦術指導の方法を理解し、実
際の試合で最高のパフォーマンスを発揮
させるための実践的指導方法とはどのよ
うなものかを学ぶ。

個々の競技パフォーマンスを向上させるためには、
状況把握とともに、しっかりとしたトレーニング計
画の立案が必要。年齢・性別・経験年数・競技レベ
ル・種目特性などを考慮した計画立案能力を向上
させる。

人格の指導者として
コーチの資質を高める

スポーツを通じて人格を育てる指導の重要性を理
解する。スポーツの世界だけでなく、実社会でも道
徳的でスポーツマンシップを持った人材であるこ
とを目指し、能力を高める。

技術的・戦術的スキルの
指導力を養成する

コーチとして現場で指導する際は、選手
の状況に応じたコミュニケーションが不
可欠。どのような状況にも適応できる言
語的、非言語的スキルを修得する。

選手との
コミュニケーションの
つくり方を身につける
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体育学部／スポーツ教育学科

体育科教育コース

高度な技量と行動力を身につけたアクティブ・ティーチャーをめざす。
体育・保健分野の専門性だけでなく、教育者としての教養や率先して行動する力を養成。
スポーツの素晴らしさを伝えることができ、自らが常に深く学び続け、
生徒と信頼関係を築ける教員をめざします。
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高度なスポーツ科学の
知識を修得して優れた教員に

体育・保健の理論と模擬授業や
インターンシップなどの実践重視

社会人として、教育者として
行動力ある教員をめざす

教育者としての十分な教養を持
ち、自身が率先して動くことが
できる行動力を養う。学校現場
で生徒から慕われる保健体育科
教員を養成する。

体育・保健に関して科学的に裏
付けされた理論を学び、模擬授
業や教育現場でのインターン
シップなど、十分な実践を経験し
て知識を自分のものにする。

体育大学ならではのスポーツに
関する高度な専門知識と指導法
を身につける。学校現場でスポー
ツの素晴らしさを伝え、信頼され
る教員をめざす。

京都福知山成美高等学校出身

乙名 まつりさん 3年

中学校の恩師である体育の先生に憧れ、いつしか私も保健体育科教員をめざ
していました。保健体育科教員になるための知識と専門性の高いカリキュラム
に魅力を感じて、大阪体育大学へ。体の特性を知りながら実践に繋げていく学
びができる「体力トレーニング論」や日本にないスポーツや幅広くスポーツの特
性などを学ぶことができる「国際スポーツ論」のほか、体育科教育コースでし
か受講できない「授業研究1A」と「授業研究1B」では、教育実習の事前準備とし
てる保健授業と実技授業の模擬授業を体験し、教員になるために必要な知識
と経験を積むことができます。

硬式野球部でも頑張りながら文武両道で保健体育科教員をめざします。

田中 良 ゼミ ▲研究会での発表の様子

現代を生きる子どもは、睡眠不足や疲労感、生活リズムの乱れといった健康・生活
課題を抱えています。これでは、学校で有意義な時間を過ごすことが困難になって
しまいます。ゼミでは、学校現場に出かけていって「からだ」の実態を測定したり、
それと関連する「生活」状況をアンケート調査したりして、健康・生活課題をどの
ように学校や地域で改善できるかを探っています。左の写真はそれらの結果を
研究会等で発表している様子です。結果をもとに議論をしながら、子どもにとって
良い学校、社会がどんなものかを考えています。

子どもにとって良い学校や生活の環境を考える。

先輩からのメッセージ PICK UP ゼミナール

P.E. Teacher Education
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PICK UP 授業

POINT

● 学びのポイント

「保健を教えること」も好きになる
アクティブ・ティーチャーになる

このコースで
身につく

さまざまな学び

インターンシップでは直接学校現場に入り、教員の
業務を観察、補助する。それによって学校や生徒を
知ることができ、教職への意欲を喚起するととも
に、教員としての自己の適性を確認する。

教育現場で教員としての
適性を確認する

体育授業で必要なダンスや柔道、剣道。本コース
では男女ともにダンスは必修となり、女子も柔道
や剣道を履修する。保健体育科教員として幅広
い分野の指導力を身につけることができる。

体育授業で必須のダンスや
柔道・剣道の指導力を身につける

授業の単元計画や学習指導案の作成を通
して、球技・武道・器械運動・陸上競技に関
する特性について理解を深める。また模擬
授業と授業分析により実践的指導能力を
身につけるための課題を理解する。

保健の教科書を手掛かりに、題材について徹底的に
教材研究をする。授業の善し悪しを決める教材研究
を極め、少人数形式の模擬授業を行い、参加者全員
で気づき、共有、修正を繰り返し、学びを深める。

保健体育科の教員になるために、
専門教養を身につける

教員採用試験や教育実習に向けて、保健体育教員
としての専門的な知識を中心に学びを深める。ま
た修得した知識を効果的に活用するための思考
力・判断力・表現力を養う。

実践的指導能力を身につける
ための課題を理解する

「教わる立場」から「教える立場」への意
識の転換からスタート。そして「より良
い授業とは何か」を深く考える。具体的
な教材・教具を理解しながら、実践的
指導力を修得する。

体育・保健の授業をどう創るか、
どのような指導法が望ましい
のかを考える

「よい体育授業とはどのような
授業か」をキーワードに授業を
展開します。「体育授業の構
造」や効果的な体育授業を実
現するための「教師行動」、
「教材・教具づくり」を講義に
加え、ワークショップを通して
学びを深めます。

体育科教育学
保健の授業づくりでは､いかに
すれば｢楽しくて､わかる授業｣
が創造できるのかを学習する
ほか、模擬授業では教具・資料
等の作成､基礎的な教授行為
についても学習していく｡これ
らの学習を通じて､４年生で
実施される教育実習をより充実
させるための準備をします。

授業研究ⅠB

球技（バレーボール・バスケットボール・ソフトボール）､器械運動､陸上
競技､柔道を中心に模擬授業を展開し､体育における教授法､指導案の
作成､授業評価・分析法などの専門的知識を理解するとともに､実践的
指導能力を身につけます。

授業研究ⅠA

小・中・高校にてアシスタントティーチャー(ＡＴ) としての実践を通じて､
教育現場における体育授業の方法､留意事項､児童・生徒とのかかわり方
や教師の役割や厳しさと喜びを体験することで、教育の実践的能力を
身につけ､教師になる事への自信と意欲の向上をめざします。

インターンシップＡ 

3年次 3年次

3年次 3年次



体
育
学
部

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

体
育
学
部

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

体育学部／スポーツ教育学科

スポーツ心理・カウンセリングコース

心理学的アプローチの基本を学びカウンセリングマインドを身につける。
競技力向上に役立つメンタルトレーニングなど、心と身体の両面からのアプローチを学びます。
心理学的知識・技法を修得し、カウンセリングマインドをもった指導者を育成します。
さらには専門知識を生かし社会に幅広く貢献できる人材を育成します。
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大阪府立摂津高等学校出身

杉本 夏実さん 3年

中学生の頃から体を動かすことが好きで、大阪体育大学へ。コースを選択
する際に決め手になったのが「スポーツ心理学」という授業。もともと緊張
しやすい性格だった私にとって、色々な場面に応じた向き合い方や考え方
を改めなおすことができました。これがきっかけとなり、スポーツ心理・
カウンセリングコースを選び、高い意欲をもって授業に臨むことができて
います。相手の気持ちを理解し接していくことは、私が所属しているラク
ロス部でチームづくりや後輩指導はもちろん、社会に出たときにも役立て
ることができると思っています。

相手の気持ちを理解し、行動していく力が身につきました。

平川 武仁 ゼミ

スポーツにおける様々な現象を、スポーツ心理学の側面から理解していこう
というゼミです。スポーツや体育の授業における心理的な側面を研究するた
めに、文献を読んだり、調査や実験などを通して、実証的に検討しながら、深
く理解していく活動に取り組んでいます。
所属する学生が積極的に活動し、研究やゼミ活動を行える雰囲気を作れるよ
うにゼミのメンバー同士で協同学習やピアサポートを行っていることも特徴
です。

スポーツでの現象をスポーツ心理の観点で研究。

先輩からのメッセージ PICK UP ゼミナール

Sport Psychology and Counseling

43 44

スポーツ心理学など
心理学の基本を学ぶ

さまざまなスポーツ現場で
インターンシップ

心のケアや命の大切さを
体得できるプログラム

ダンスや運動を通じて心のケアを
学ぶ。また、教育場面に生かせる
カウンセリングを体得する。自分
の身体を使いながら、心と身体、
教育について理解を深める。

さまざまな体育・スポーツ施設など
に出向き、実際に心理的サポートや
カウンセリングを体験する。インター
ンシップを通して心理学がスポーツ
にどう関係するか体得できる。

スポーツ心理学・メンタルトレー
ニング・スポーツカウンセリング
など、対象者の状況にあわせて
心理学的にどのようにアプロー
チするか、その基本を学ぶ。

PICK UP 授業

POINT

● 学びのポイント

スポーツ選手の心理的問題を理解し、
解決法を考える

このコースで
身につく

さまざまな学び

確かな研究成果に裏付けられた科学的根拠をもと
にメンタルトレーニング技法を基礎から学ぶ。それ
を実践的に取り入れていく方法を考え、自身の競
技力向上に活かせるようにする。

メンタルトレーニングを修得し、
指導や自身の競技に活かす

スポーツ指導における体罰・暴力の根絶をめざ
し、心理学的アプローチから命の教育について理
解を深める。また体育やスポーツ参加者の身体の
安全を守るため、救急救命の観点から学ぶ。

心理学的アプローチから
命の教育について考える

心理検査や行動分析、生理指標を測定す
る実験などを通じて、トップアスリートの
心の特徴を科学的に分析する。競技者の
心理面の強化に役立つ研究から、アスリー
トの心理について理解を深める。

スポーツ選手に対する数多くの心理サポートの実
践事例を聞きながら、プレッシャーや人間関係など
に悩むアスリートの心理的問題について理解を深
め、検討する。

生徒の人間性を育成できる
保健体育教員になる力を養成する

学校体育や部活動指導を通じて、生徒の豊かな
人間性を育成できる指導力を身につける。将来、
学校現場において、生徒の精神的成長を促せるカ
ウンセリングマインドを持った保健体育教員を養
成する。

トップアスリートの心を分析し、
競技者へ心理的アプローチを図る

幼児から高齢者、スポーツ愛好家やプロ
スポーツチーム、障がい者スポーツ施設
など、さまざまなスポーツ指導場面でイ
ンターンシップ実習を行い、スポーツ現場
の実情を把握し、幅広い現場を経験する。

インターンシップを通じて、
幅広い現場経験を修得する

心理学は行動の科学ともいわ
れ、人の行動を観察・評価する
ことでその理解を深めてきま
した。本講義では、多様なス
ポーツ場面に見られる人の認
知・行動を分析するための研究
法、データの測定および処理
法、研究計画法について学習し
ます。

認知・行動分析論
心と身体の関係からダンスが
もたらす社会的な役割を理解
します。また、人がなぜ踊るの
かという舞踊の根源から､コ
ミュニティダンスの歴史的背
景､社会的貢献の事例を紹介
し、その意義と心と身体に与
える影響について学習します｡

コミュニティダンス論

コーチングに関わる心理学についての知識を身に付ける科目です。リー
ダーシップや、選手のモチベーションの向上を助けるコーチング、効果的な
チーム作りなどについて学びます。また学んだ知識をコーチングの実践に
結びつけて考え、理解を深めることを目指しています。

コーチングの心理学

人の心理的側面を行動から観察する際には、それらを客観的に評価する
ことが必要です｡本実習ではスポーツ心理学の研究法を体験的に学習し、
心理的側面の客観的指標について理解を深め、実践への応用についての
考察を深めることを目的としています。

スポーツ心理学実験実習

3年次 3年次

3年次 3年次
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カリキュラム

関連科目
講義

実技

専門基礎科目

実技

講義・実習

講義

発展科目

講義

実技

応用科目

応用科目

応用科目

講義・実習

講義・実習

コーチ教育コース

教養科目

基礎教育
科目

一般教育
科目

演習

体育科教育コース

スポーツ心理・カウンセリングコース

講義・実習
実技

○ 障害者スポーツ概論　○ スポーツと人類学　○ スポーツカウンセリング
○ 保健体育科教育法A　○ 保健体育科教育法B

○ 運動部指導実践論
○ 教師論

■ スポーツ教育学　■ 国際スポーツ論　■ スポーツメンタルトレーニング指導論　■ 発育発達論

■ ハンドボールI　■ ラグビーI ＊3　■ ソフトボール ＊4 ＊3：男子のみ必修 ＊4：女子のみ必修

■ スポーツ社会学　■ 機能解剖学　■ スポーツ生理学I
■ 体力トレーニング論・同実習　■ スポーツ測定評価

■ 体育原論　■ 海洋スポーツキャンプ実習★　■ 臨海実習★　■ ゴルフ実習★

■ 陸上競技I　■ 器械運動I　■ 水泳I　■ レクリエーションI

■ スポーツ史　■ スポーツ経営学　■ スポーツ心理学　■ スポーツ栄養学　
■ スポーツ医学　■ バイオメカニクス　■ 運動学

■ スキー実習★ ■ キャンプ実習A★

■ バスケットボールI　■ バレーボールI　■ サッカーI　■ テニスI　
■ ダンスⅠＡ ＊1　■ 柔道ⅠＡ ＊1　■ 剣道ⅠＡ ＊1　
■ ダンスⅠＢ ＊2　■ 柔道ⅠＢ ＊2　■ 剣道ⅠＢ ＊2

実習

■ 日本語技法　○ 日本語技法演習（基礎）　○ 日本語技法演習（応用）
○ 統計基礎　○ 統計実習I　○ 統計実習II　 ■ 情報処理実習I　
○ 情報処理実習II　■ 英語IA　■ 英語IB　■ 英語演習

○ 文学　○ 宗教学　○ 歴史学　○ 倫理学　○ 文化論　○ 哲学
○ 社会学　○ 経済学　○ 法学　○ 政治学　○ 日本国憲法　○ 数学
○ 生物学　○ 心理学　○ 物理　○ 化学

○ 英語II　○ 英語III　○ 英会話I　○ 英会話II　○ 海外語学研修
○ ドイツ語　○ 中国語

○ フレッシュマンセミナー　○ スポーツ科学特別演習I　○ スポーツ科学特別演習II自由科目

○ 教育原理　○ 教育心理学 ○ 特別支援教育概論　○ 教育課程編成論　○ 道徳教育の理論と実践

○ スポーツ科学特別演習III

教職に関する専門科目

資格関連科目

キャリア教育科目 ■ キャリアデザインI

年次
1

年次
2

年次
3

年次
4人間性と教養

■…必修科目　★…実習科目はいずれか1科目選択　※科目名、カリキュラムは2022年度入学生のものであり、変更される場合があります。

［教授］

［准教授］

浅井 正仁
ウエイン ジュリアン
川島 康弘
神﨑 浩
楠本 繁生
工藤 俊郎
菅生 貴之
曽根 純也
髙本 恵美
土屋 裕睦
堤     裕之
手塚 洋介
中尾 豊喜
中房 敏朗
長尾 佳代子
成瀬 雅巳

体育・スポーツ系  実技・球技（バレーボール）
日本学
体力トレーニング  コーチング（競泳）
武道教育学  運動学
体育科教育学（ハンドボール）
知覚心理学
メンタルトレーニング  スポーツカウンセリング  ゴルフ
運動学  サッカー
体育科教育
スポーツ心理学  スポーツカウンセリング  メンタルトレーニング
数学
感情心理学  精神生理学  健康心理学
学校教育学  教育法社会学  教育スポーツ法学
スポーツ史
宗教学  文学  論作文指導
学校教育学　教育行政学　学校心理学

尾関 一将 
貴嶋 孝太
小菅 萌
小林 博隆
生田 秀和 
白井 麻子
中井 俊行
比嘉 靖
吉川 望

コーチング（競泳）  スポーツバイオメカニクス
スポーツバイオメカニクス  コーチング
スポーツ心理学  スポーツにおけるリーダーシップ  コーチング
体育科教育学 
柔道 コーチング学
舞踊学  身体表現学
ラグビー
スポーツコーチング  ゲーム分析
日本近現代文学

コーチング  サッカー選手の競技力向上に関する研究
コーチング（ハンドボール）
体育科教育学
学校保健学  発育発達学
体育・スポーツ系  実技：体操競技（専門種目）
ゲーム分析  コーチング
サッカー
体育科教育学  コーチング学
武道論  剣道
舞台芸術（舞踊創作）  舞踊学  身体表現

［講師］
石居 宜子
下川 真良
滝沢 洋平
田中 良
田原 宏晃
長江 晃生
松尾 元太
村上 なおみ
村上 雷多
森田 玲子

陸上競技  スポーツバイオメカニクス

［助教］
中西 啄真

教
員 
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テーマ： 専門知識を修得テーマ： 実習と現場体験テーマ： 4年間の総括テーマ：

＊1 ＊2：いずれか選択必修

■ スポーツ教育学演習I

■ スポーツ科学とコーチング

■ コーチング論　■ スポーツ文化論　■ トレーナー論　■ コーチング法　■ トレーナー実習　■ コーチング実習　
○ スポーツ技術・戦術論　○ コーチングの心理学　○ 競技スポーツ論　○ 武道・稽古・修行論　
○ トレーニング計画　○ 動作分析法

■ 体育科教育学　■ 授業研究IA　■ 授業研究IB　■ 教育カウンセリングII　■ 保健体育教職特講 　■ インターンシップA

■ 教職ダンス　■ 柔道ⅠＡB ＊5　■ 剣道ⅠＡB ＊5 ＊5：いずれか選択必修

■ 認知・行動分析論　■ 運動学習論　■ コミュニティダンス論　■ コーチングの心理学　
■ 教育カウンセリングII　■ スポーツ心理学実験実習　○ インターンシップB

○ キャリアデザインII

○ スポーツ演習　○ 野外教育論　○ 衛生学（公衆衛生学を含む） ○ アスレティックリハビリテーション基礎　○ スポーツ事故法律論　
○ 学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 　○ 救急処置I　○ 手話実習　○ 初級ピアノ実習　○ レジャー・レクリエーション概論　
○ トレーニング計画　○ 教育史　○ スポーツメディア論　○ トレーナー実習　○ 健康スポーツ心理学　○ 企業フィットネス論　○ 保健体育科学習指導論　

○ 卓球　○ ソフトテニス　○ バドミントン　○ ソフトボール　○ ラグビー　 ○ ゴルフ　○ 体つくり運動　
○ リズムダンス　○ 障害者スポーツ　○ レジスタンストレーニング　○ 武道の形　
○ なぎなたA　○ なぎなたB　○ 野球　○実践英語実技　○ レクリエーションII

○ 教育行政　○ 特別活動および総合的な学習の時間の指導法　○ 教育方法論　○ 生徒・進路指導論　○ 教育カウンセリングI

○ レクリエーション指導実習　○ 介護技術講義　○ 障がい者スポーツ指導法　○ コーチング論

■ キャンプ実習B★　■ 野外活動基礎実習★

■ スポーツ教育学演習II

○ 英語講読　○ 人権教育　○ 舞踊論　○ 武道論　
○ 身体表現とコミュニケーション　○ 卒業論文

○ ダンスII　○ テニスII　○ サッカーII　○ バレーボールII
○ バスケットボールII　○ ハンドボールII　○ ラグビーII
○ 陸上競技II　○ 器械運動II　○ 水泳II　○ 柔道II　○ 剣道II

○ 教育実習I　○ 教職実践演習（中・高）　○ 体育実技指導法

○ レクリエーションIII　○ 特別演習（サッカー）　○ 特別演習（テニス）　○特別演習（水泳）

2022年4月1日現在

平川 武仁
藤原 敏行 
宮地 弘太郎
森田 啓

体育科学 スポーツ心理学 運動心理学
スポーツバイオメカニクス  コーチング（体操競技）
ゲーム分析  パフォーマンス尺度の検討  テニス（実技）
体育・スポーツ哲学  スポーツ教育学
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取得可能な資格

健康・スポーツマネジメント学科
生涯スポーツや競技スポーツに関する
マネジメントのスキルを持つ
スペシャリストへ。
現在、スポーツ界では、運動・スポーツ活動による健康の維持・増進、
スポーツ選手のコンディショニングや競技力の維持・向上、そしてス
ポーツ・レクリエーション活動やスポーツ組織のマネジメントに関す
る知識と技術を持った人材が求められています。健康・スポーツマネ
ジメント学科は、これらの能力を有し、生涯スポーツから競技スポー
ツまで、するスポーツから見るスポーツまで、スポーツに関わるすべ
ての人々や組織をサポートする指導者、専門家の養成を目的として
います。3年次からは、3つの専門コースに分かれ、スポーツ界に貢献
できる能力を修得します。
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3つの
特色

多角的にスポーツをとらえ
知識と技術を身につける

競技、レクリエーション、健康づくり、ス
ポーツ観戦などスポーツを多角的にと
らえ、そこに関わる専門的な知識と技
術を修得する。

スポーツを科学的にとらえ、そ
れをどう活かすか。3年次か
ら、将来を見据えた3コースに
分かれ、より専門的な知識と
実践力を学ぶ。

学外のスポーツ関連施設にお
いて、責任者の指導のもとでス
ポーツマネジメントを体験。学
んだ知識を実践で確認し、理解
を深める。

3年次からコース別
に専門性を高める インターンシップや

実践を通して学びを高める

■ … 所定単位修得で取得できるもの
□ … 所定単位修得のうえ、受験資格が与えられ試験合格で取得できるもの

■ レクリエーション・インストラクター （公財）日本レクリエーション協会認定資格

 講道館柔道初段
■ キャンプインストラクター
■ キャンプディレクター2級

（公社）日本キャンプ協会認定資格

一般人からトップアスリートまでを対象にトレーニング指導ができる資格。

 JATIトレーニング指導者（基礎資格）
特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会（JATI）認定資格

スポーツ外傷・障害の予防や救急処置、コンディション調整、トレーニング指導
などの身体づくりの専門的知識・技術を修得することにより与えられる資格。

□ JPSUスポーツトレーナー （一社）全国体育スポーツ系大学協議会認定資格

 レクリエーション・コーディネーター （公財）日本レクリエーション協会認定資格

■ スポーツ・レクリエーション指導者 （公財）日本レクリエーション協会認定資格 学友会水上競技部所属が必要。
□ 水泳コーチ3

健康・スポーツマネジメント学科/健康スポーツコースで取得可能。
□ 健康運動指導士
健康・スポーツマネジメント学科/健康スポーツコースで取得可能。

■ 第一種衛生管理者免許

 テニスコーチ1
 水泳コーチ1
 テニスコーチ2

（公財）日本スポーツ協会認定資格

（公財）日本スポーツ協会認定資格

（公財）日本障がい者スポーツ協会認定資格■ 初級・中級障がい者スポーツ指導員
いずれも、障がい者のスポーツ振興と競技力向上にあたる指導者のための資格。
中級資格取得は10日以上、80時間以上の活動実績が必要。

■ 中学校教諭一種免許状（保健体育）
■ 高等学校教諭一種免許状（保健体育）

［学校・教育分野］
［トレーナー分野］
［アスリート分野］

［生涯スポーツ分野］
［指導者・コーチ分野］

［公務員分野］
［スポーツビジネス分野］

［マスメディア分野］
［一般企業分野］

［カウンセリング分野］
［医療・福祉分野］
［研究者分野］

● 中学校・高等学校教員（保健体育科）
● アスレティックトレーナー　● 企業チーム所属トレーナー
● プロスポーツ選手　● 実業団選手
● 地方公共団体のスポーツ施設　● 幼児体育施設　● スポーツ財団法人
● コンディショニングコーチ　● 各種スポーツ団体指導者　● 地域スポーツ指導者
● 警察官　● 消防士　● 刑務官　● 自衛官
● スポーツイベントプロデュース　● プロスポーツマネジメント　● スポーツ用品製造・販売
● 新聞社　● テレビ局　● 出版社　● スポーツライター
● 営業・販売部門　● 商品企画開発部門　● 宣伝・広報部門
● スポーツカウンセラー
● 医療機関　● 福祉施設　● 健康増進施設
● 大学教員　● 企業等研究所

めざせる将来像

スポーツマネジメントコース ⇒ P.49
アスレティックトレーニングコース ⇒ P.51
健康スポーツコース ⇒ P.53

国家資格

（公財）健康・体力づくり事業財団認定資格

健康・スポーツマネジメント学科/スポーツマネジメントコースで取得可能。

□ 公認アシスタントマネジャー （公財）日本スポーツ協会認定資格

健康・スポーツマネジメント学科/アスレティックトレーニングコース/健康スポーツコースで取得可能。

□ 公認スポーツプログラマー （公財）日本スポーツ協会認定資格

健康・スポーツマネジメント学科/アスレティックトレーニングコースで取得可能（履修者数制限あり）。
卒業所要単位及び必要な単位を修得し、有資格者の管理のもと、180時間以上の現場実習を
行うことで日本スポーツ協会の講習会が免除され検定試験の受験資格が得られます。

□ 公認アスレティックトレーナー （公財）日本スポーツ協会認定資格

（公財）日本スポーツ協会認定資格
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体育学部／健康・スポーツマネジメント学科

スポーツマネジメントコース

生活を豊かにするスポーツ環境づくりの専門家をめざす。
イベント企画、施設運営、資金計画など、さまざまな要素から成り立つスポーツ環境を専門家として支え、つくり、
すべての人に届けるための知識や能力を養い、スポーツを通じた経済発展、地域活性化に貢献できる人材を育成します。
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京都府立乙訓高等学校出身

中川 健太郎さん 3年次

入学から数多くの授業を受けていくなかで、大阪体育大学で学ぶからこそ修
得できる授業にとても魅力を感じています。例えば、筋・骨格筋や神経系の
基礎を修得し、トレーニングの効果やエネルギー供給系（ATP-CP系、解糖
系、酸化系）について学んだ「スポーツ生理学Ⅰ」や、スポーツイベントの企画
やスポーツイベントと経済効果の関係、イベントの規模による特有のリスク
をマネジメントする方法を学ぶことができた「スポーツプログラム開発論」は
特に印象に残っています。先生方の工夫された授業展開も面白いと感じる
ほか、切磋琢磨できる仲間と充実した日々を過ごしています。

体育大学だからこそ得られる知見と体験が魅力的です。

德田 真彦 ゼミ

専門分野は、野外教育。担当科目は、野外教育論、レクリエーションⅠ、野外活動
実習。山、川、海など様々な自然を活用した教育の効果について研究しています。
ゼミ活動では、キャンプ、登山、ロッククライミング、シャワークライミング、狩猟
体験、ラフティング、スキーなど様々な野外活動を行い、体験を通して自然
の魅力や教育的効果について学びます。また、学びを活かす場として、地域の
子どもたち対象の１泊２日のキャンプを実施し、様々なキャンプ現場へ指導者と
して参加しています。

「実践×研究」  自然体験から学び、その教育的価値を研究する。

先輩からのメッセージ PICK UP ゼミナール

Sport Management
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スポーツ環境に関わる
ことをトータルに学ぶ

ゼミに分かれて
より専門的な知識を修得

インターンシップや
地域交流スポーツで現場体験

インターンシップなどで現場に
出向き、スポーツに関わるさま
ざまな環境を体験。これらを通
して知識を自分のものにし、
実践力に磨きをかける。

マーケティング、プロスポーツ、
レクリエーション、アウトドア、
スポーツ施策など、さまざまな
切り口で、より専門的な知識を
深める。

スポーツに関わるマーケティング
やデータ収集、分析方法をはじ
め、プログラム開発、施設・設備、
人材、財務など、トータルな経営
管理について理解を深める。

PICK UP 授業

POINT

● 学びのポイント

スポーツ界の現状と課題を
理解する

このコースで
身につく

さまざまな学び

スポーツ・レジャー・レクリエーション活動を通して
人々の生活の質を向上へと導く学問であることを
理解するとともに、スポーツ界におけるスポーツマ
ネジメント学の意義を理解する。

スポーツマネジメントの理論を学ぶ

研究は学問と実践を発展へと導く「力」。スポー
ツ・レジャー・レクリエーションの実施者や観戦
者、組織経営、スポーツ振興の効果などを研究し、
未来のスポーツマネジメントを担う「力」にする。

スポーツマネジメントの研究力を
身につける

スポーツ・レジャー・レクリエーションとは
何か？人々がそれを実施する意味、また
人々や社会にもたらす効果は何か、歴史
的・社会的背景などを理解し、考える「力」
を身につける。

社会とスポーツ界の現状を分析して課題を客観的
に理解する。組織運営や人材育成、資金管理、マー
ケティング、プランニング、事業評価などを総合的
に理解し、解決策を考える「力」を身につける。

スポーツマネジメントの実践力を
身につける

実践力は確かな知識と豊かな経験によって身につ
く。学内外のスポーツなどのイベント経営やゼミ活
動、インターンシップを通して、スポーツマネジメン
トを実践する「力」を修得し、高める。

スポーツ・レジャー・レクリエー
ションの意義を考える

人脈は「力」である。卒業生のネットワーク
を活かし、特別講義やインターンシップを
通してスポーツ・レジャー・レクリエーショ
ン界で活躍する人材と交流し、人脈を広
げ「力」にする。

スポーツマネジメント界の
人脈を広げる

競技への参加や用品購入、観
戦など、スポーツにかかわる消
費活動が学びのテーマ。そのよ
うなスポーツ消費者のニーズ
を満たし､スポーツ事業経営者
とスポンサー企業間の投資と
利益の交換関係の成立を助け
るための諸活動について学習
します。

スポーツマーケティング
幼児から高齢者､職場や家庭
あるいは地域社会など、生涯
スポーツは多様な対象､領域
において展開されています。本
講義では、スポーツプログラム
参加者の把握と、運動・スポー
ツプログラムの選択・構成方
法､運営方法について学びを
深めます。

スポーツプログラム開発論

マーケティング・リサーチ法

プロ・企業によるスポーツイベントや、地域の住民が参加するスポーツイ
ベントなど、地域では多様なスポーツ活動が行われています。それらに焦
点を当て､スポーツによって人 ・々地域が変わっていく、地域イノベーショ
ンのためのマネジメントについて学びます。

スポーツ・レジャー・レクリエーション事業において､市場の動向を捉え､
消費者のニーズに応じた製品・サービスを開発するには､マーケティング・
リサーチ能力が不可欠です。本講義では、基礎理論とデータ分析方法､リ
サーチプラン作成法を学びます。

地域スポーツ経営論

3年次 3年次

3年次 3年次



健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

体
育
学
部

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

体
育
学
部

51 52

体育学部／健康・スポーツマネジメント学科

アスレティックトレーニングコース

競技者のコンディショニングに必要な最新の知識とスキルを身につける。
スポーツ医・科学に基づき、対象者に合ったコンディショニングの方法を考えるコース。アスレティックトレーナーに限らず、
保健体育科教員など幅広い業種をめざすことができます。

大商学園高等学校出身

的場 望杏さん 3年

小学校２年生の頃からサッカーをはじめ、大学でもサッカーを続けたいと
思っていたところ全日本インカレにおける大阪体育大学のプレーが目に止ま
り入学を決意。入学後は、カラダに関する研究に興味があり「実践トレーニ
ング科学理論」や「体力科学実験実習」などの授業が魅力的でした。また、
サッカーにおけるボールを持ったときの切り返し動作についての研究や、
運動をしているときの酸素摂取量の測定などについて、論文研究をしてい
ます。研究結果をもとにサッカーのプレーにもいかせることができれば良い
と考えています。

研究結果をもとにより質の高いプレーをめざします。

岡村 修平 ゼミ

研究領域は体力科学、コーチング学、ゲームパフォーマンス分析です。ゼミで
は学生同士で体力測定を行い、どのようなウェイトトレーニングを行なえ
ば、技術や運動能力が高められるかをお互いに議論して実際にメニューを作
成し実践しています。また、自分の試合の映像を専用ソフトを用いて分析し、パ
フォーマンスの改善に役立てるような取り組みをしています。

硬式テニス部女子監督

最先端の技術を駆使して自己のパフォーマンスを分析。

先輩からのメッセージ PICK UP ゼミナール

Athletic Training

健康づくりやリハビリ
テーションを理解する

競技力向上に必要となるトレー
ニングに関わる知識を修得する

スポーツ傷害予防のための
実践的技術と応用力を身につける

実習ではテーピング法、ラボテ
ストなどを行い、より実践的な
技術を修得する。現場におい
て、実践・応用力が発揮できる
ことを重視する。

健康づくりに必要な体脂肪燃焼
理論を学ぶ。またスポーツによる
傷害からの復帰に役立つリハビ
リテーションの方法などを修得。

スポーツ外傷予防やスポーツパ
フォーマンスを向上させるため
の筋力トレーニングや持久力ト
レーニングメニューを処方するた
めの実践知識を修得する。

PICK UP 授業

パフォーマンス向上のための
スポーツ科学について学ぶ

このコースで
身につく

さまざまな学び

トレーニングやアスレティックリハビリテーション
を処方する際に基本となる測定・評価に必要とな
る知識を学び、測定機器の扱いを修得する。

スポーツコンディショニングの
基本となる測定・評価について学ぶ

教育現場やスポーツ現場で外傷・障害が発生した
際に必要となる緊急対応計画の立案方法について
学び、固定法や担架による搬送法などの救急処置
法を修得する。

スポーツ現場での
救急処置法について学ぶ

疲労を軽減するためのストレッチング、
マッサージ、アイシングなどのコンディショ
ニングについて、スポーツ現場で経験を重
ねたアスレティックトレーナー有資格教員
から実践的技術を学ぶ。

筋肉の収縮のメカニズムや、筋パワーの種類とエ
ネルギー供給の関係などのスポーツ科学を理解す
る。またそれらの科学的知見にもとづいたトレーニ
ング処方について学ぶ。

パフォーマンス向上のための
トレーニングについて学ぶ

競技特性を理解した上で、その競技のパフォーマ
ンス向上に必要となる筋力、スピード、持久力、柔
軟性、巧緻性などを向上させるための各種トレーニ
ングを学ぶ。

スポーツ選手の
コンディショニングについて学ぶ

スポーツ現場で発生する外傷・障害を予防
するために、それらの発生因子を抽出する
ためのメディカルチェックやフィジカル
チェックの知識とスキルを修得し、リスク
管理の方法について学ぶ。

スポーツ外傷・障害の
予防について学ぶ

POINT

● 学びのポイント

様々なトレーニングやコンディ
ショニングの実践・指導を行う
うえで必要となる知識が科学
的基礎です。運動学的・動力学
的基礎をはじめ、エネルギー代
謝や骨格筋系・神経系などにつ
いて探求し理解を深めます。

ストレングス・コンディショニング理論
スポーツ指導者が知るべき受
傷頻度の高いスポーツ傷害の
発生メカニズムを理解し、テー
ピングを主としたコンディショ
ニングに関する技術について実
習形式で学習します。ウォーミ
ングアップやストレッチングの
特性を理解し、実施できること
をめざします。

テーピング実習

呼吸循環能力、等速性筋力などの測定を行うラボテストと、最大筋力、心拍数
などを測定するフィールドテストを実施します。それらの表やグラフの作成、
データ処理、t検定による推測統計学が含まれたデータ処理実習を行い、体力
との関係を追究します。

体力科学実験実習

スポーツ科学に関した情報の蓄積に伴い、スポーツ現場で役立つ知識も増
えてきました。本講義では、担当教員がこれまで実施してきた研究内容をも
とに、現場の指導やトレーニングに役立つことを意図しながら、その実践と
応用法を紹介します。 

実践トレーニング科学理論

3年次 3年次

3年次 3年次
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体育学部／健康・スポーツマネジメント学科

健康スポーツコース

医療・福祉分野で活躍できる健康づくりのリーダーをめざす。
疾病予防や健康増進のためのスポーツ・運動の効用を科学的に解明するコース。
健康管理の知識や運動のしくみを学ぶことにより、社会に貢献できる人材を育てます。
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奈良育英高校出身

白澤 幸志郎さん ３年

年長の頃から始めたサッカーを大学でも続けたいと思い関西1部リーグで
連覇経験のある大阪体育大学へ。入学後から体育に特化した授業が展開さ
れていくなか「スポーツ栄養学」の授業では、スポーツをしている人が1日に
必要とする摂取カロリーや場面によって必要な栄養素などを学び、あまり
意識してこなかった栄養について強い関心を持つようになりました。この
授業を受講したことで、選手としてプレーをしていくうえで体のことを知る
ことの大切さに気づくことができました。今後は、サッカー部の目標である
「全国優勝」を達成できるように、日々の練習に取り組んでいきたいです。

今まで意識してこなかった視点から学べる授業が魅力的。

池島 明子 ゼミ

専門分野であるレクリエーション、健康づくり、介護予防、健康運動士などの指導者
を育成するために様々な活動に取り組んでいます。ゼミで活動している「夢プロジェ
クト」では学内の不要となったスポーツ用品を集めて、もったいないボランティアプ
ロジェクトに寄付し、ボランティアの養成に力を入れています。市町村の放課後居場
所づくりや介護予防事業、くまとりタピオカ元気体操の普及などにも取り組んでい
ます。
野外活動部部長　スポーツチャンバラ同好会部長

地域を支える指導者を育成しています。

先輩からのメッセージ PICK UP ゼミナール

Health and Sport Science

53 54

身体運動と人体の関係に
ついての知識を修得

疾病予防に有効な
運動処方などを学ぶ

インターンシップで
より実践力を高める

講義などで知識を修得し、医療・
福祉施設やスポーツ関連施設な
どでインターンシップを行い、社
会人としての素養を身につける。

運動が人体にどのように影響す
るのかを学び、さまざまな疫病
予防に対して有効な運動は何な
のか理解する。また効果的な運
動プログラムの作成も行う。

人体の構造や機能を学び、身体
運動が人体におよぼす作用など
を学習する。健康のために何が
必要か、運動の役割について理
解を深める。

PICK UP 授業

POINT

● 学びのポイント

科学的根拠にもとづいた
栄養学を理解する

このコースで
身につく

さまざまな学び

人体の形態と徹底的に向き合い、人体構造に関す
る理解を深める。人体の構造を学ぶことで、ス
ポーツ・運動がどのように健康に関わってくるかを
学ぶ。

運動と身体の関係の基礎となる
人体の構造を理解する

地域住民の健康増進プログラムの展開に必要な
「健康運動実技」を学び、地域住民の健康づくりや
体力測定を通して実践力を養う。学生全員が主体
的に実習に参加する。

地域住民とのスポーツプログラムを
通して実践的教育をはかる

トレーニングをすると、なぜ筋肉がつくの
か。身体運動が人体の筋力・神経・呼吸・循
環に対して及ぼす効果と、そのしくみにつ
いて理解を深める。

健康のためには栄養は大切な要素。栄養学の基礎
を科学的な根拠にもとづいて学ぶ。健康維持やア
スリートの身体づくり、パフォーマンス向上に有効
な食事を考える。

自分自身や家族の健康を
管理できる力を身につける

自分の身体づくりや運動、食事、栄養、休息などを
修得した知識を照らし合わせながら、どのように管
理していくか考える。学んだ知識を自身の健康管
理に生かすことで、理解を深める。

運動が身体機能を高める
効果としくみを理解する

高齢者や地域住民一人ひとりが自立した
生活を送れるように、運動を通して支援
する力を身につけ、健康な社会の実現に
向けて貢献する。住民の健康と自らの実
践力を向上させる。

地域高齢社会に対応する力を
極め社会に貢献できる人材を
育てる

生活習慣の悪化がメタボリッ
クシンドロームや動脈硬化の
要因となる機序について講義
します。身体活動・運動が生
活習慣病の予防に果たす役
割について解説し、運動指導
者が安全かつ効果的な健康
運動指導を行うための基礎を
学びます。

健康指導管理論
健康の維持・増進にスポ－ツ
活動を役立てるための運動プ
ログラム作成法について実験
を行い､基礎理論について学
習します。運動プログラムに関
する機器の使用方法を習得す
るとともに運動負荷試験の目
的､禁忌､危険性と安全対策を
理解します。

運動プログラム作成法

スポーツ生理学はスポーツや運動によって身体にどのような変化が生
じるのか、その現象としくみを学ぶ学問です。生活習慣病などの疾病予
防と健康・体力増進としての、運動の効果とそのしくみに関する基礎と
応用を中心に学習します。

スポーツ生理学Ⅱ

健康づくりおよび介護予防を中心としたプログラムを学習。積極的な健康
づくりを目的とした運動を､安全かつ効果的に実践指導する能力（プログ
ラム作成・指導）を身につけます。授業の一部として、体力若返り講座に参
加して「健康づくりのエキスパート」を目指しています。

健康スポーツ実技A・B
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年次
1

年次
2

年次
3

年次
4人間性と教養テーマ： 専門知識を修得テーマ： 実習と現場体験テーマ： 4年間の総括テーマ：

カリキュラム

関連科目
講義

実技

専門基礎科目

実技

講義・実習

講義

発展科目

講義

実技

応用科目

応用科目

応用科目

講義・実習

講義・実習

スポーツマネジメントコース

教養科目

基礎教育
科目

一般教育
科目

演習

アスレティックトレーニングコース

健康スポーツコース

講義・実習

実習

教
員 

L
I
N
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55 56
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■ 日本語技法　○ 日本語技法演習（基礎）　○ 日本語技法演習（応用）
○ 統計基礎　○ 統計実習I　○ 統計実習II　 ■ 情報処理実習I　
○ 情報処理実習II　■ 英語IA　■ 英語IB　■ 英語演習

○ 文学　○ 宗教学　○ 歴史学　○ 倫理学　○ 文化論　○ 哲学
○ 社会学　○ 経済学　○ 法学　○ 政治学　○ 日本国憲法　○ 数学
○ 生物学　○ 心理学　○ 物理　○ 化学

○ フレッシュマンセミナー　○ スポーツ科学特別演習I　○ スポーツ科学特別演習II

○ 教育原理　○ 教育心理学

■ スポーツ社会学　■ 機能解剖学　■ スポーツ生理学I
■ 体力トレーニング論・同実習　■ スポーツ測定評価

■ 生涯スポーツ概論

■ 陸上競技I　■ 器械運動I　■ 水泳I　■ レクリエーションI

■ スキー実習★

○ 運動部指導実践論
○ 教師論

○ 障害者スポーツ概論　○ スポーツと人類学　○ スポーツカウンセリング
○ 保健体育科教育法A　○ 保健体育科教育法B

■ レジャー・レクリエーション概論　■ 健康・スポーツ産業論　■ アスレティックトレーニング概論　■ 発育発達と老化

■ トレーニング実技　■ スポーツコンディショニング実習　

○ 英語II　○ 英語III　○ 英会話I　○ 英会話II　○ 海外語学研修
○ ドイツ語　○ 中国語

■ スポーツ史　■ スポーツ経営学　■ スポーツ心理学　■ スポーツ栄養学　
■ スポーツ医学　■ バイオメカニクス　■ 運動学

■ バスケットボールI　■ バレーボールI　■ サッカーI　■ テニスI　
■ ダンスⅠＡ ＊1　■ 柔道ⅠＡ ＊1　■ 剣道ⅠＡ ＊1　
■ ダンスⅠＢ ＊2　■ 柔道ⅠＢ ＊2　■ 剣道ⅠＢ ＊2 ＊1 ＊2：いずれか選択必修

■ キャンプ実習A★

○ 特別支援教育概論　○ 教育課程編成論　○ 道徳教育の理論と実践

○ スポーツ科学特別演習Ⅱ

○ スポーツ教育学

■ キャリアデザインI

■…必修科目　★…実習科目はいずれか1科目選択　※科目名、カリキュラムは2022年度入学生のものであり、変更される場合があります。

■ 体育原論　■ 海洋スポーツキャンプ実習★　
■ 臨海実習★　■ ゴルフ実習★　

■ 健康・スポーツマネジメント学演習I

■ レクリエーションII

■ スポーツマーケティング　■ スポーツプログラム開発論　■ スポーツ施設管理運営論　■ マーケティング・リサーチ法　
■ 地域スポーツ経営論　■ スポーツマネジメント実践論　■ インターンシップB

■ 臨床スポーツ医学A　■ 臨床スポーツ医学B　■ ストレングス・コンディショニング理論　
■ アスレティックリハビリテーション基礎　■ 実践トレーニング科学理論　■ 体力科学実験実習　■ テーピング実習　
○ 実践トレーニング指導実習　○ インターンシップA

■ 臨床スポーツ医学A　■ 臨床スポーツ医学B　■ 健康指導管理論　■ 栄養管理　■ スポーツ生理学II　
■ 健康スポーツ実技A　■ 健康スポーツ実技B　○ 運動プログラム作成法　○ インターンシップB　

○ キャリアデザインⅡ

自由科目

教職に関する専門科目

資格関連科目

キャリア教育科目

○ スポーツ演習　○ 野外教育論　○ 衛生学（公衆衛生学を含む）　○ 栄養管理　○ アスレティックリハビリテーション基礎　○ スポーツ事故法律論　
○ 学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む）　○ 救急処置I　○ 手話実習　○ 初級ピアノ実習　○ 教育史　○ スポーツメディア論　
○ 体表解剖学　○ 健康スポーツ心理学　○ スポーツ外傷・障害評価法　○ 企業フィットネス論　○ 保健体育科学習指導論　

○ 卓球　○ ソフトテニス　○ バドミントン　○ ソフトボール　○ ゴルフ　○ 体つくり運動　○ エアロビックダンス　
○ 障害者スポーツ　○ レジスタンストレーニング　○ なぎなたA　○ なぎなたB　○ 野球　○ 実践英語実技

○ 教育行政　○ 特別活動および総合的な学習の時間の指導法　○ 教育方法論　○ 生徒・進路指導論　○ 教育カウンセリングI

○ 介護技術講義　○ 労働概論　○ 労働法規　○ レクリエーション指導実習　○ アスレティックトレーニング実習　○ 健康運動指導演習　○ インターンシップA　
○ アスレティックリハビリテーション理論　○ アスレティックリハビリテーション実習　○ 障がい者スポーツ指導法　○ コーチング論

■ キャンプ実習B★　■ 野外活動基礎実習★　

■ 健康・スポーツマネジメント学演習II

○ 英語講読　○ 人権教育　○ 舞踊論
○ 身体表現とコミュニケーション　○ 卒業論文

○ ハンドボール　○ ラグビー　○ ダンスII　○ テニスII
○ サッカーII　○ バレーボールII　○ バスケットボールII
○ 陸上競技II　○ 器械運動II　○ 水泳II　○ 柔道II　○ 剣道II

○ 教育実習I　○ 教職実践演習（中・高）　○ 体育実技指導法

○ 労働衛生　○ 救急処置II　○ レクリエーションIII　○ 特別演習（テニス） 
○ スポーツコンディショニング実習II　○ スポーツ医学特講　○ 特別演習（水泳）

［教授］ ［准教授］
足立 哲司
池島 明子
石川 昌紀
伊原 久美子
岡村 浩嗣
壁谷 一広
下河内 洋平
冨山 浩三
中山 健
浜田 拓
藤本 淳也
前島 悦子
松田 基子
三島 隆章
森北 育宏

トレーニング科学
レクリエーション  健康づくり  介護予防
身体運動中の神経  筋機能メカニクス
レクリエーション  野外教育
スポーツ栄養学
英語教授法  高等教育における学習支援
スポーツ医学  臨床バイオメカニクス
スポーツマネジメント
スポーツ社会学
運動生理学
スポーツマーケティング
スポーツ医学
スポーツコンディショニング  柔道
運動生理学  発育発達学
スポーツ医学

有吉 晃平
 
徳山 友
友金 明香
中村 健
吉沢 一也

コンディショニング  スポーツ外傷・障害
アスレティックトレーニング  バドミントン
スポーツビジネス  スポーツマーケティング
健康づくり  体力学
哲学
西洋古代哲学史

肉眼解剖学  運動器系の解剖学  スポーツ医学
数学（整数論）
アスレティックトレーニング学
野外教育 レクリエーション

［講師］
熊﨑 敏真
坂田 実加
﨑濱 星耶
德田 真彦

テニス コーチング学 体力科学

［助教］
岡村 修平

2022年4月1日現在




